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◎デボ－ション（お言葉と祈りに生かされましょう）

27 レビ記 ２７ ルカ ８ 詩篇 ３３:１ ～２２
28 民 数 記 １ ９ 賛 詩篇 ３４:１ ～２２
29 ２ １０ 美 Ⅱｻﾑｴﾙ２２:２９～５１
30 ３ １１ の エペソ １:３ ～１４
31 ４ １２ う ダニエル２:１９～２３
１ ５ １３ た 詩篇 ２９:１ ～１１
２ ６ １４ イザヤ４４:２１～２３
３ ７ １５ マタイ ８:５ ～１３

◎毎日お祈りしましょう！ 今週の記念日
誕 生 日(２日 中島 一栄 姉）
召天記念日(２７日 藤野 幸子さん ２０２３年）

① 来年11月に創立40年を迎える姫路あけぼの教会に祝福を。
② 教会員ひとり一人の健康が守られ、歩みの上に祝福を。
③ 高木 喜美子 姉の霊肉の健康の上に祝福を。
④ 米田 嗣師（藍住聖泉キリスト教会）の上に神様の祝福を。

１ 先週の礼拝、仲森文穏牧師が幸いなメッセージを取次い
で戴き感謝でした。本日礼拝後ｸﾞｯﾄﾞﾆｭｰｽを発送します。

２ 暑い日々が続いています。高齢の方、施設に入所の方、
病気の方々のため 続いてお祈り下さい。

３ ｷﾘｽﾄ伝道会｢活水の群｣御殿場研修会②③④ 8月5日(火)～7
日(木)主題聖句:イザヤ41章13節会場:国際青少年ｾﾝﾀｰYMCA
東山荘 下記の集会のために神様の祝福を祈りましょう!

①[子ども・ファミリー集会]「ヒトリジャナイ」今週28日(月)
～30日(水)愛の家/駒ヶ根パノラマ・エルシオンチャペル

②[信徒研修会]｢モーセの生涯｣ ③[青年研修会]｢主の手に
引かれて～われらの主の友、主の僕～」 ④[中高生集会]｢主
の御手に引かれて～イエス様と手をつなごう～」

⑤第Ⅰ回「ずっ友キャンプ｣8月19日(火)～21日(木)「あなた
がたはわたしの友です」(ヨハネ15:14) 場所:｢そうぞう
のすみか｣神戸市立自然の家

４ 地区平和祈祷会 10日(日)15時 会場:姫路五軒邸教会
５ 新会堂建築のため 続いてお祈りしましょう！

牧会短針 先週二つの集会をキャンセルして休みましたが、
来客があることを思いだし、間に合うことが出来ました。仕
事を片付けなければならないにもかかわらず中々思うように
はかどっていません。お祈り下さい。 今週の牧師の予定

◎先週の報告 礼拝8名,交わりの時6名,子ども教会休み
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◎今週の御言葉 「わたしのことばを聞いて行う者」（エレ
ミヤ書７章Ⅰ節～７節、マタイの福音書７章15節～29節）
「イスラエルの神、万軍の主は、こう仰せられる。あなたが
たの行ないと、わざとを改めよ。そうすれば、わたしは、あ
なたがたをこの所に住ませよう。」(7:3)「ですから、わたし
のこれらのことばを聞いて、それを行う者はみな、岩の上に
自分の家を建てた賢い人にたとえることができます。」(7：29)

◎私たちは何かをする場合、その根底にある土台を何にお
き、その上にどの様な家を建てようとしているのでしょう？

◎エレミヤ書７章～８章３節の主題は「神殿における説教」
です。エレミヤがエルサレムの神殿で語った説教は、26章の
神殿説教が並行記事であるとすれば、エホヤキム王が即位し
た年(26:1、BC609年)の秋から冬に当たります。

◎神様はエレミヤに、神殿に行って礼拝する者たちに神様
からのメッセージを語るように命じられたのです(1,2)。そ
の要点は、①民がもし悔い改めるならエルサレムに安住する
ことが出来る(3)。②神殿は神様が住んでおられるので安全
だと機械的に考えてはならない(4)。③民が公義を行い、不
義を避ける時にのみ(5-6)、神様は彼らを約束の地に留まら
せて下さる(7)。民は、偽りの神殿信仰に立ち(8)、不義と偶
像礼拝に陥っていながら(9)、救いの確信を表明している
(10)。それは神殿を強盗の巣にするようなものである(11)。
神様は真の「礼拝する」者を求めておられるのです(2)。民
が異教の神々に供え物をささげて礼拝し(17-18)、神様の憤
りを引き出しているから(19-20)、神様はエレミヤに「民の
ために祈るな」と命じられたのです(16)。礼拝を重んじよ。

◎マタイの福音書5章～7章は山上の説教で、御国に召され
た者の正しい生き方が語られている。主題は「メシヤの宣教」
で４分解される。①5:1-16、天国に入る者の特徴、②5:17-
48、天国の戒め、③6:1-7:12、天国の民の生活態度、④7:13
-29、天国の民に対する警告。今日は④の部分からです。こ
こに、二つの道(13,14)、二つの木(15-20)、二つの告白(21-
23)、二つの家(24-27)の教えが示される。律法学者は、伝承
に権威を置いた。キリストの権威はご自身のものであった。
聴衆はその違いに感づき、イエス様の教えを「新しい教え」
として聞き(マルコ1:27)、あるものはそれに心動かされた。

◎最後に語られた「二つの家」の話しは、外観では判断で
きないが、自然災害などに襲われたときにその違いが顕著に
表れるのです。私たちは昨日も今日も永久に変わることのな
い「いのちのみ言葉」に聴き、従って堅実な歩みをさせて戴
くことを祈り求めて生きたい。


